
鶴
岡
市
で
は
「
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
案
）」
及
び
、「
市
行
財

政
改
革
プ
ラ
ン
（
案
）」
に

対
す
る
意
見
公
募
が
１
月

日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て

27い
ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
は
、
人
口
減
少
や
自

治
体
の
財
政
悪
化
、
施
設

の
老
朽
化
な
ど
を
要
因
に
、

総
務
省
が
平
成

年
度
末

28

ま
で
計
画
策
定
を
終
え
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

１
・

倍
の
投
資
増

64
鶴
岡
市
の
計
画
案
で
は
、

仮
に
現
在
の
施
設
を
す
べ

て
保
有
し
続
け
た
場
合
に
、

今
後

年
間
で
約
６
８
０

40

０
億
３
千
万
円
（
１
年
あ

た
り
１
７
０
億
円
）
が
必

要
と
な
り
、
こ
の
金
額
は

過
去
５
年
間
の
投
資
額
平

均
１
０
３
億
６
千
万
円
の

１
・

倍
に
な
る
こ
と（
左

64

図
）。そ

の
た
め
施
設
の
複
合

化
や
集
約
化
、
廃
止
等
で

更
新
費
用
削
減
を
図
り
、

投
資
が
特
定
の
時
期
に
集

中
し
な
い
よ
う
平
準
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。

特
徴
は
、
①
人
口
減
少

と
少
子
高
齢
化
、
財
源
不

足
を
前
提
に
公
共
施
設
の

再
編
計
画
と
な
っ
て
い
る

こ
と
。

②
施
設
類
型
別
に
現
状
、

課
題
、
基
本
的
な
方
向
性

を
定
め
、
基
本
原
則
で
総

量
の
適
正
化
（
＝
延
床
面

積
の
削
減
）
を
最
優
先
と

し
て
い
る
こ
と
。

③
全
体
基
本
方
針
の
中

で
、
施
設
の
統
廃
合
の
他

に
、
ｐ

ｐ
ｐ
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ

な
ど
民
間
活
力
の
活
用
を

押
し
出
し
て
い
る
こ
と
で

す
。

地
域
存
続
ど
う
な
る

公
共
施
設
の
統
廃
合
、

民
営
化
の
波
が
今
後
、
市

民
に
押
し
寄
せ
て
く
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

公
共
施
設
が
地
域
住
民

に
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
廃

止
、
民
営
化
に
よ
っ
て
地

域
存
続
が
ど
う
な
る
の
か
、

そ
の
マ
イ
ナ
ス
を
ど
う
カ

バ
ー
す
る
の
か
、
市
民
の

下
か
ら
の
声
と
力
を
土
台

に
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
を
展
望
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

「
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

（
案
）」
は
民
報
藤
島

月
12

日
号
に
掲
載
。
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機
構
を
４
部
４
支
所
制
を

改
め
、
５
課
３
事
業
所
、

３
支
所
（
藤
島
支
所
は
本

書
に
統
合
）
制
に
し
た
。

管
理
課
長
毛
利
貞
治（
経

済
部
長
）、
金
融
課
長
菅
原

平
七
（
管
理
部
長
）、
営
農

課
長
成
澤
三
郎
（
渡
前
支

所
長
）
農
産
課
長
石
黒
清

蔵
（
生
産
係
長
）、
生
活
課

長
丸
山
敬
（
営
農
部
長
）

集
中
配
送
セ
ン
タ
ー
長
佐

藤
覚
（
藤
島
支
所
長
）、
畜

産
加
工
所
長
佐
藤
敏
雄（
同

係
長
）、
農
機
車
両
セ
ン
タ

ー
長
菅
原
正
（
同
係
長
）。

本
所
事
務
所
は
昭
和

年
６
月
に
竣
工
し
、

45業
務
を
開
始
し
た
。

写
真
・
合
併

周
年
記
念
誌

20

役
員
体
制
（
２
）

翌

年
３
月

日
、
合

45

29

併
後
第
１
回
役
員
改
選
が

あ
り
、
各
地
区
毎
に
定
数

が
定
め
ら
れ
、
理
事

名
37

か
ら

名
、
監
事

名
か

14

13

ら
４
名
に
削
減
さ
れ
た
。

尚
、
昭
和

年
３
月

50

31

日
、
東
栄
農
協
の
合
併
に

よ
り
理
事
５
名
、
監
事
１

名
を
増
員
し
理
事

名
、

19

監
事
５
名
に
な
っ
た
。

組
合
長
豊
田
永
治
（
再

選
）、
常
務
理
事
斎
藤
正
雄

（
再
選
）
が
就
任
、
参
事

斎
藤
定
吉
（
新
任
、
営
農

部
長
兼
務
）
が
選
任
さ
れ

た
。そ

し
て
同
年
９
月
、
営

農
部
長
丸
山
敬
（
金
融
部

長
）、
金
融
部
長
事
務
取
扱

中
村
信
夫
（
金
融
係
長
）、

藤
島
支
所
長
佐
藤
覚
（
営

農
係
長
）。

昭
和

年
、
本
所
事
務

46

所
竣
工
に
合
わ
せ
て
事
務

藤島地域の新年祝賀会が５日、藤島地区地域活動センタ
ーで開かれ、「むらさき会」の祝舞が披露されました。

晴
天
に
恵
ま
れ

市
消
防
出
初
め
式

鶴
岡
市
の
消
防
出
初
め
式

が
８
日
、
市
役
所
前
で
行
わ

れ
、
市
消
防
団
の
団
員
約
４

０
０
人
と
市
消
防
本
部
（
長

谷
川
幸
吉
）
の
約
１
０
０
人
、

計
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の

市
民
が
見
物
に
訪
れ
、
は
し

ご
乗
り
・
ま
と
い
振
り
隊
の

妙
技
の
披
露
に
市
民
の
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

藤
島
地
域
の
出
初
め
式
は

２
０
１
４
年
か
ら
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。（
写
真
・
分
列
行
進
、

藤
島
方
面
隊
の
梯
子
乗
り
）



真
珠
湾
に
思
う

昨
年

月

～

日
、

12

26

27

安
倍
晋
三
は
首
相
と
し
て

真
珠
湾
へ
飛
ぶ
。
米
国
オ

バ
マ
大
統
領
と
共
に
日
米

開
戦
の
発
端
地
と
な
っ
た

真
珠
湾
を
訪
問
し
て
、
75

年
昔
の
宣
戦
布
告
な
き
奇

襲
攻
撃
の
犠
牲
者
を
慰
霊

し
た
と
の
こ
と
。
戦
争
へ

の
責
任
と
反
省
は
口
に
し

な
か
っ
た
。

昭
和

年

月
８
日

16

12

(

月)

、
ハ
ワ
イ
の
オ
ア
フ

島
に
あ
る
真
珠
湾
に
停
泊

す
る
米
太
平
洋
艦
隊
を
日

本
海
軍
の
精
鋭
部
隊
が
攻

撃
し
た
。

赤
城
・
加
賀
を
中
心
と

す
る
空
母
６
隻
、
零
戦
を

始
め
約
３
５
０
機
の
艦
上

攻
撃
機
が
主
力
だ
っ
た
。

こ
の
日
の
朝
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
館
野

守
男
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の「
臨

時
ニ
ュ
ー
ス
を
申
し
上
げ

ま
す
。
…
大
本
営
陸
海
軍

部
発
表
、
帝
国
陸
海
軍
は

本
８
日
未
明
、
西
太
平
洋

に
お
い
て
米
英
軍
と
戦
闘

状
態
に
入
れ
り
」。

以
後
３
年
半
に
及
ぶ
太

平
洋
戦
争
で
の
大
本
営
発

表
の
第
１
号
で
し
た
。
敗

戦
ま
で
８
４
６
回
の
大
本

営
発
表
が
出
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

発
表
す
る
海
軍
の
平
出

ひ
ら
い

で

報
道
課
長
の
名
調
子
？
は

今
で
も
私
の
耳
底
に
し
っ

か
り
残
っ
て
い
ま
す
。

昭
和

年
６
月
の
ミ
ッ

17

ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
日
本
は

初
め
て
敗
北
を
喫
し
、
こ

の
頃
か
ら
大
本
営
発
表
は

時
々
嘘
を
つ
く
よ
う
に
な

っ
た
。

日
本
軍
の
受
け
た
損
害

を
過
小
に
発
表
し
、
米
軍

へ
与
え
た
打
撃
を
過
大
に

宣
伝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

先
日
、
沖
縄
米
軍
の
オ

ス
プ
レ
イ
が
訓
練
中
墜
落

し
た
。

「
不
時
着
で
あ
る
」
と

米
軍
と
日
本
政
府
の
公
式

発
表
で
あ
る
。

大
本
営
発
表
と
ま
る
っ

き
り
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
、

と
私
は
腹
が
立
っ
た
。

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す

の
は
真
っ
平
御
免
で
す
ね
。

こ
の
繰
り
返
し
が
昭
和

年
８
月

日
の
無
惨
な

20

15

敗
戦
に
つ
な
が
っ
た
ん
で

し
ょ
う
ね
。

何
の
た
め
行
っ
た
ん
だ

な
ん
だ
っ
た
ん
だ
よ
う
、

あ
れ
は
。
首
相
ら
３
大
臣

が
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
こ
と

で
す
ヨ
。
大
統
領
と
の
握

手
や
演
説
は
、
何
の
た
め

だ
っ
た
の
か
。
あ
ん
な
流

れ
じ
ゃ
日
本
人
が
お
か
し

い
と
な
る
で
し
ょ
う
。

▲
行
く
前
に
「
謝
る
・
謝

ら
な
い
」
の
話
題
が
あ
り

ま
し
た
が
、
２
度
と
戦
争

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、

奇
襲
で
始
め
た
戦
争
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
鎮

魂
の
為
だ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
。
だ
か
ら
花
輪
を
捧
げ

た
ん
で
し
ょ
う
よ
。

▲
そ
れ
が
な
ん
で
す
か
。

一
緒
に
頭
を
下
げ
た
次
の

日
に
、
一
人
が
代
表
し
て
、

戦
争
は
正
し
か
っ
た
と
宣

伝
す
る
神
社
・
し
か
も
戦

争
責
任
者
が
祀
ら
れ
て
い

る
靖
国
へ
お
参
り
し
た
ん

だ
ゼ
。
戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ
に

集
ま
っ
た
一
同
の
心
は
サ

カ
ナ
デ
で
し
ょ
う
。

▲
こ
れ
じ
ゃ
・
ど
ん
な
立

派
な
挨
拶
を
し
よ
う
が
何

人
行
こ
う
が
、
日
本
人
は

「
な
ん
だ
も
ん
だ
」
と
な

り
ま
せ
ん
か
。
困
っ
た
も

ん
で
す
よ
。
し
か
も
マ
ス

コ
ミ
は
た
い
し
て
問
題
に

し
て
な
い
で
し
ょ
う
。

▲
こ
う
な
る
原
因
は
、「
あ

の
戦
争
は
な
ん
だ
っ
た
の

か
」
を
は
っ
き
り
さ
せ
て

い
な
い
か
ら
だ
と
見
る
。

だ
か
ら
こ
う
い
う
流
れ
に

な
り
、
３
人
に
頭
を
下
げ

ら
れ
て
も
、
亡
く
な
っ
た

兵
士
は
次
の
日
に
は
ガ
ッ

カ
リ
で
す
よ
。

▲
そ
も
そ
も
こ
の
３
人
、

先
の
戦
争
を
侵
略
戦
争
と

は
考
え
な
い
集
団
「
日
本

会
議
」
の
一
員
な
の
で
す
。

だ
か
ら
１
人
代
表
し
て
靖

国
へ
と
な
っ
た
と
思
う
。

▲
鉄
道
線
路
の
爆
破
を
中

国
の
せ
い
に
し
て
始
め
た

戦
争
。
活
路
を
求
め
真
珠

湾
・
マ
レ
ー
半
島
へ
。
世

界
で
数
千
万
人
と
言
わ
れ

る
犠
牲
者
を
出
し
た
の
だ

が
、
そ
の
反
省
と
か
総
括

が
さ
れ
て
い
な
い
日
本
。

▲
戦
争
を
総
括
し
、
憲
法

９
条
の
精
神
を
生
か
す
政

府
を
作
ら
な
く
ち
ゃ
。（
石

川
）

占
領
し
た
連
合
国
最
高
司

令
官
の
要
求
で
政
府
が
制

定
。
国
会
議
決
で
は
な
い)

で
警
察
予
備
隊
と
し
て
発

足
、
憲
法
９
条
の
戦
力
不

保
持
制
約
か
ら
「
警
察
力

を
補
う
」
予
備
組
織
と
誤

魔
化
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
１
９
５
２
年

８
月
、
警
察
か
ら
独
立
し

「
平
和
と
秩
序
を
維
持
し
、

人
命
及
び
財
産
を
保
護
す

る
た
め
、
特
別
の
必
要
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
行
動

す
る
」
保
安
隊
と
な
り
正

体
を
現
し
て
軍
隊
化
し
、

１
９
５
４
年
６
月
、「
我
が

の
安
全
を
確
保
す
る
」
任

務
の
ほ
か
に
「
国
際
社
会

の
平
和
と
安
全
を
確
保
」

す
る
任
務
も
定
め
、
世
界

の
ど
こ
に
で
も
戦
争
で
き

る
と
し
て
い
る
。
戦
争
法

に
合
わ
せ
た
改
憲
で
あ
る
。

自
衛
隊
は
、
１
９
５
０

年
ポ
ツ
ダ
ム
政
令(

日
本
を

国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、

国
の
安
全
を
保
つ
た
め
、

直
接
侵
略
及
び
間
接
侵
略

に
対
し
我
が
国
を
防
衛
す

る
こ
と
を
主
た
る
任
務
」

と
す
る
自
衛
隊
と
い
う
軍

隊
に
な
っ
た
。

２
０
１
６
年
の
世
界
の

軍
事
調
査
に
よ
る
と
、
日

本
は
、
軍
事
費
は
５
兆
円

で
７
位
、
不
保
持
の
戦
力

（
軍
事
力
）
は
、
人
数
25

万
人
で
５
位
、
戦
車
６
７

８
台
で
５
位
、
飛
行
機
１

５
９
０
機
で
５
位
、
空
母

３
隻
で
３
位
と
い
う
世
界

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

自
民
改
憲
案
は
「
我
が

国
の
平
和
と
独
立
並
び
に

国
及
び
国
民
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
内
閣
総
理

大
臣
を
最
高
指
揮
官
と
す

る
国
防
軍
を
保
持
す
る
。」

と
国
防
軍
を
明
記
し
、
さ

ら
に
「
我
が
国
の
平
和
と

独
立
並
び
に
国
及
び
国
民

安
倍
政
権
の
２
０
１
７
年
度
政
府
予
算
案
は
軍
事
費
が
２
年
連
続
５
兆
円
超
え

（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

月

日
付
）
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